
自
然
公
園
研
究
の

位
置
づ
け

「
自
然
公
園
研
究
会
」
と
い
う
組
織
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
自
然
公
園
の
管
理
に

関
わ
る
テ
ー
マ
で
数
人
に
話
題
提
供
を
お

願
い
し
、
実
務
者
や
研
究
者
も
参
加
し
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
い
う
も
の

だ
（
写
真
１
）。
こ
れ
ま
で
四
回
開
催
し

て
き
た
研
究
会
で
は
、

「
自
然
歩
道
を
考
え
る
」

「
国
立
公
園
の
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
る
」

「
自
然
公
園
の
利
用
者
調
査
を
考
え
る
」

「
自
然
公
園
の
有
料
化
・
入
場
料
を
考

え
る
」

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
き
た
。

同
研
究
会
は
、
も
と
も
と
は
二
〇
〇
五

年
（
平
成
十
七
年
）
十
一
月
に
研
究
者
を

中
心
に
立
ち
上
げ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
間
、
関
連
す
る
学
会
や
大
学
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
研
究
者
中
心
の
情
報

交
換
や
交
流
を
行
っ
て
き
た
。
二
〇
一
二

年
（
平
成
二
十
四
年
）
九
月
に
、
公
益
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
内
に
事
務
局
を
引

き
受
け
て
い
た
だ
き
、
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。

概
要
は
同
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
さ
れ
て
い
る
（「
日
本
交
通
公
社
自
然

公
園
研
究
会
」
で
検
索
）。

同
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
際
の
問
題
意

識
は
、
溝
尾
（2014

）
が
『
観
光
文
化
』

前
号
特
集
１
で
、
学
会
の
統
合
、
正
確
な

観
光
デ
ー
タ
の
整
備
と
分
析
が
観
光
学
研

究
の
課
題
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
と
類

似
し
て
い
る
。
自
然
公
園
に
関
す
る
研
究

者
や
技
術
者
、
実
務
者
の
数
は
少
な
く
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
堂
に
会
し
て
意

見
交
換
を
行
う
場
は
、
そ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。
学
会
に
お
け
る
論
文
や
発
表
は
、
日

本
造
園
学
会
、
日
本
森
林
学
会
、
日
本
観

光
研
究
学
会
、
日
本
都
市
計
画
学
会
、
環

境
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

発
表
さ
れ
、
成
果
が
分
散
し
て
い
た
。

横
断
的
な
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

世
界
遺
産
の
管
理
に
つ
い
て
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

（
国
際
自
然
保
護
連
合
）
か
ら
注
文
が
つ
い

た
り
、
自
然
公
園
法
の
利
用
調
整
地
区
の

指
定
や
、
屋
久
島
や
知
床
で
利
用
規
制
が

議
論
と
な
る
な
ど
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
公
園
管
理
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
景
観
や
動
植
物
保

護
に
関
す
る
知
見
だ
け
で
は
、
誰
が
、
ど

の
よ
う
に
自
然
公
園
を
管
理
し
て
い
く
か

を
決
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
社
会
科
学
的

観
点
か
ら
の
知
見
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
自
然
公
園
管
理
に
関
す
る

社
会
科
学
的
観
点
か
ら
の
研
究
が
こ
れ
ま

で
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、そ
の
成
果

は
分
散
し
て
お
り
、体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
。

日
本
造
園
学
会
の
公
園
緑
地
の
利
用

と
調
査
分
科
会
で
は
、「
研
究
の
対
象
が

人
々
の
遊
び
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な

愛
甲  

哲
也

25 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集4 自然公園研究の国際的動向とわが国の課題

4

自
然
公
園
研
究
の
国
際
的
動
向
と

わ
が
国
の
課
題

北
海
道
大
学
　
大
学
院
農
学
研
究
院 

准
教
授

写真1  自然公園研究会でのディスカッション
（2013年5月17日　公益財団法人日本交通公社　会議室）
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写真2  エストニアでの第7回MMV2014開催案内を広報する
ホームページ  2014年8月20～23日  首都タリン
http://www.tlu.ee/en/MMV7/

研
究
は
と
も
す
れ
ば
学
術
的
に
意
味
が

な
い
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
利
用
者
の
自

発
的
な
行
動
で
自
然
に
う
ま
く
い
く
の
で
、

管
理
の
側
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
規
制
を
加
え

ら
れ
る
の
は
面
倒
で
あ
る
と
い
う
気
持
ち

も
あ
っ
た
。」
と
、
青
木
・
愛
甲
（2006

）

は
述
べ
て
い
る
。
庄
子
（2011

）
は
、
現

状
で
は
現
場
の
政
策
決
定
に
自
然
公
園

管
理
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
あ
ま
り

関
与
で
き
て
お
ら
ず
、
横
断
的
な
研
究
者

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
必
要
と
指
摘

し
て
い
る
。

自
然
公
園
研
究
会
は
、
以
上
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
で
き
る
だ
け
現
場
に
近
い
研
究

者
や
実
務
者
の
報
告
を
重
視
し
、
環
境

省
職
員
な
ど
の
実
践
者
も
交
え
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ゆ

く
ゆ
く
は
若
手
の
研
究
者
の
発
表
の
場
づ

く
り
な
ど
も
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
研

究
会
を
立
ち
上
げ
る
ヒ
ン
ト
を
得
た
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
二
年
に
一
度
、
開
催
さ
れ

て
い
るM

M
V

（International Confer-
ence on M

onitoring and M
anage-

m
ent of V

isitors in Recreational and 
Protected A

reas

：
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
地
域
や
保
護
地
域
へ
の
来
訪
者
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
国
際
会

議
）
に
参
加
し
た
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

集
会
Ｍ
Ｍ
Ｖ
に
つ
い
て 

Ｍ
Ｍ
Ｖ
は
、
二
〇
〇
二
年
（
平
成
十
四

年
）
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン
で
最

初
に
開
催
さ
れ
た
。
主
催
し
た
ウ
ィ
ー
ン

農
科
大
学
の
ム
ハ
ー
教
授
ら
は
、
増
加
し

つ
つ
あ
っ
た
エ
コ
ツ
ア
ー
の
影
響
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
、
体
系
化
さ
れ
た
量
的
・
質
的
デ

ー
タ
の
把
握
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
管
理
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
国
際
会

議
を
企
画
し
た
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る

（A
rnberger et al., 2002

）。

そ
れ
ま
で
は
、
自
然
公
園
利
用

者
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
ア
ウ
ト
ド

ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
影

響
、
自
然
公
園
の
収
容
力
な
ど
を

テ
ー
マ
と
す
る
研
究
は
、
北
米
の

大
学
、
森
林
局
や
国
立
公
園
局
の

研
究
所
の
研
究
者
が
中
心
で
あ
っ

た
。
北
米
と
は
土
地
利
用
や
自
然

保
護
制
度
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

需
要
も
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸

国
で
は
、
独
自
の
研
究
の
体
系
化

と
現
場
へ
の
成
果
の
還
元
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
で
の
初
回
か
ら
、
二
年
お
き

に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
、

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
八
月

二
十
～
二
十
三
日
に
エ
ス
ト
ニ
ア
の
首
都
、

世
界
遺
産
の
タ
リ
ン
で
七
回
目
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
二
十
五

カ
国
以
上
か
ら
、
約
三
百
名
が
参
加
す
る
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
研
究
集
会
で
あ
る
。

運
営
は
開
催
国
の
研
究
者
が
中
心
に
行

い
、
開
催
地
の
決
定
や
次
回
の
テ
ー
マ
は

運
営
委
員
会
で
検
討
さ
れ
る
。
運
営
委
員

会
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

日
本
の
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
。
二
回
目
か
ら
参
加
し
た
私
は
、
ウ
ィ

ー
ン
農
科
大
学
と
共
同
研
究
を
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
委
員
と

な
っ
た
。
日
本
を
は
じ
め
、
台
湾
や
韓
国

等
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
発
表
も
少
な
く
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
は
共
通
項
も
多
く
、

国
際
的
な
情
報
交
換
の
場
に
し
た
い
と
い

う
思
い
が
メ
ン
バ
ー
に
は
あ
る
。
八
月
の

末
と
い
う
日
程
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ

リ
カ
と
大
学
の
学
期
が
異
な
る
日
本
や
韓

国
か
ら
も
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
と
配
慮

さ
れ
た
も
の
で
、
わ
が
国
か
ら
も
積
極
的

な
発
表
や
参
加
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
。

Ｍ
Ｍ
Ｖ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
成
果

Ｍ
Ｍ
Ｖ
で
は
、
利
用
者
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
、
観
光
の
長
期
ト
レ
ン
ド
、
子

供
や
高
齢
者
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参

加
、
都
市
近
郊
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地

の
管
理
、
環
境
教
育
、
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
経
済
的
側
面
、
観
光
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
地
域
社
会
へ
の
影

響
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
口
頭
発
表
と
ポ

ス
タ
ー
発
表
が
行
わ
れ
る
。
参
加
国
、
参

加
者
と
も
に
、
回
を
追
う
ご
と
に
増
え
て
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お
り
、
自
然
地
域
の
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
最
新
の
国
際
的
な
研

究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
場
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
二
〇
一
三
年
（
平
成
二
十
五
年
）
に

は
、
Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
母
体
と
し
て
、
こ
の
分
野

の
学
術
専
門
誌
『Journal of O

utdoor 
Recreation and Tourism

』
も
発
行

さ
れ
た
。

集
会
全
体
の
テ
ー
マ
は
、
開
催
国
や

国
際
的
な
関
心
事
を
背
景
に
設
定
さ
れ

る
。
二
〇
一
二
年
（
平
成
二
十
四
年
）
の

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、“O

utdoor Rec-
reation in Change

”「
変
動
の
な
か

の
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が

集
会
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
閉
会
前
に
行

わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
か
ら
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
参
加
者
の
志
向

の
多
様
化
と
変
化
、
地
球
温
暖
化
や
災

害
に
よ
る
観
光
地
の
環
境
の
変
化
な
ど
が

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
増
加
に
よ
る
自
然

環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
懸
念
さ
れ
る
一

方
で
、
地
域
経
済
へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ

て
お
り
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
な
こ
と

も
指
摘
さ
れ
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
影
響
や
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
に
よ
る
ビ
ー
チ
へ
の
影
響
も
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
は
議
論

に
な
っ
て
い
る
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
登

壇
し
た
私
は
、
東
日
本
大
震
災
の

津
波
の
影
響
と
そ
の
後
の
復
興
に

お
け
る
観
光
の
役
割
に
つ
い
て
わ

が
国
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
急
速
に
進
む
高
齢
化
に
よ
る
観
光
へ

の
影
響
を
指
摘
し
た
。
観
光
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
長
期
ト
レ
ン
ド
に
つ

い
て
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
等
で
実
態
調
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
遠
隔
の
観
光
地
よ

り
も
近
傍
で
利
便
性
の
高
い
森
林
な
ど

が
好
ま
れ
つ
つ
あ
る
傾
向
が
報
告
さ
れ
た

（Sievänen, 2012
）。
こ
の
傾
向
は
各
国

に
共
通
し
て
お
り
、
観
光
産
業
や
自
然
公

園
の
管
理
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
継

続
的
に
注
視
す
る
必
要
性
が
確
認
さ
れ

た
。
次
回
の
エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ア
ウ
ト
ド
ア
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
が
テ
ー
マ
と
し
て
予
定
さ
れ
て

い
る
。

多
様
な
情
報
・
意
見
交
換
が

創
出
す
る
新
た
な
知
見

Ｍ
Ｍ
Ｖ
に
は
、
研
究
者
や
学
生
だ
け
で

は
な
く
、
開
催
地
周
辺
の
自
然
公
園
の
管

理
者
や
観
光
事
業
者
も
参
加
す
る
た
め
、

開
催
国
の
言
語
で
の
実
務
的
な
分
科
会

も
行
わ
れ
る
。
開
催
地
周
辺
の
自
然
公
園

や
観
光
拠
点
を
訪
れ
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
地
域
の
課
題
と
そ
の
対
策
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

か
ら
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
と
い

っ
た
議
論
に
も
な
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｍ
Ｖ
は
、
単
な
る
学
会

発
表
と
い
う
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
研
究

者
と
実
務
者
の
意
見
交
換
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
。
北
欧
諸
国
で
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
二
回
目
の
Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
開
催
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
自
然
公
園
の
利
用
者
の
量

的
・
質
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
共
通

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
し
、
定
期
的
に
情

報
交
換
も
行
っ
て
い
る
（K

ajala et al., 
2007

）（
写
真
３
）。

わ
が
国
に
お
け
る

自
然
公
園
研
究
の
課
題

国
立
公
園
や
国
有
林
を
管
理
す
る
必

要
か
ら
研
究
が
発
展
し
て
き
た
北
米
と
、

Ｍ
Ｍ
Ｖ
を
中
心
に
活
発
な
研
究
交
流
を

行
っ
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
と
比
べ
る

と
、
わ
が
国
の
状
況
は
見
劣
り
す
る
。
伊

藤
（2003

）
は
、
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
研
究
の
日
米
比
較
を
行
い
、
管
理
の
改

善
に
結
び
つ
く
研
究
が
ま
だ
少
な
い
こ
と

を
指
摘
し
、
先
行
研
究
の
成
果
の
体
系
的

な
蓄
積
、
研
究
の
視
座
の
明
確
化
、
管
理

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
研
究
成
果
の
管
理
者
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
が
必
要
だ
と
指

摘
し
て
い
る
。

私
の
知
る
範
囲
で
は
、わ
が
国
の
観
光・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
に
は
、

理
論
的
な
背
景
や
既
往
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー

が
不
十
分
な
も
の
が
少
な
く
な
い
。
北
米

の
大
学
で
は
、
研
究
の
初
期
段
階
で
基
本

文
献
を
徹
底
的
に
読
ま
さ
れ
る
。
引
用

し
た
文
献
、
引
用
さ
れ
た
文
献
の
数
が
評

価
の
対
象
と
な
る
た
め
、
膨
大
な
数
の
文

献
を
読
み
、
参
照
し
つ
つ
研
究
を
進
め
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
研
究
は
、
場

当
た
り
的
な
事
例
研
究
が
多
い
。
行
政
や

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
報
告
書
も
、
慣
例
な

27 特集◉国際的な視野から見た観光研究
特集4 自然公園研究の国際的動向とわが国の課題

写真3  北欧諸国が作成した
アウトドアレクリエーションの
モニタリングマニュアル
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の
か
も
し
れ
な
い
が
、
参
考
文
献
や
引
用

文
献
が
整
っ
て
い
る
も
の
は
少
な
い
。

学
会
も
分
散
し
て
い
る
た
め
、
論
文
と

口
頭
発
表
な
ど
の
成
果
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る

の
も
大
変
難
儀
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
論
文
や
発
表
の
要
旨
が
公
開
さ
れ
て

い
る
学
会
も
少
な
い
た
め
、
大
学
以
外
の

研
究
者
や
実
務
者
が
そ
の
成
果
に
触
れ
る

こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、

研
究
分
野
の
進
展
を
体
系
的
に
整
理
し
、

そ
の
成
果
を
活
か
す
に
は
程
遠
い
。

事
例
研
究
は
、
体
系
的
な
理
論
に
基

づ
い
て
初
め
て
完
全
性
や
信
頼
性
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
（Vaske, 2008

）。
事
例

を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
は
研
究
と
は
言
え

ず
、
せ
っ
か
く
の
知
見
や
ツ
ー
ル
の
現
場

で
の
信
頼
性
も
低
く
な
る
。
研
究
者
や
管

理
者
、
実
務
者
が
参
照
で
き
る
教
科
書
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
少
な
く
、
先
例
を
踏
ま
え

る
こ
と
の
な
い
場
当
た
り
的
な
事
例
調
査

が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

開
か
れ
た
研
究
の
フィ
ー
ル
ド
を
目
指
し
て

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
、
世
界
遺
産
地
域

や
国
立
公
園
を
管
理
す
る
公
営
企
業

M
etsähallitus
（
注
）
は
、
先
述
し
た
北
欧

の
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
、
国
立
公
園
の
価
値
を
地
域

社
会
の
経
済
と
結
び
つ
け
、
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
や
研
究
の
意
義
を
強
調
し
て
い
る

（
図
１
）。
自
然
公
園
研
究
、
ま
た
は
観

光・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
が
、「
遊
び
」

の
観
察
に
す
ぎ
な
い
の
か
、
市
民
へ
の
利

益
や
地
域
社
会
へ
の
効
果
を
検
証
す
る
行

為
な
の
か
、
そ
の
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。

何
人
が
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
訪
れ
、
何

を
必
要
と
し
て
い
る
か
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
い
て
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
予
算
執

行
者
や
社
会
の
な
か
で
の
優
先
順
位
が
低

く
な
る
の
は
免
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
の
自
然
公
園
の
管
理
や
観
光

地
の
運
営
を
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
説

得
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
次
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

分
散
し
て
い
る
学
会
を
統
合
す
る
こ
と

は
難
し
く
て
も
、
各
学
会
の
成
果
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
れ
ば
研
究
成
果
の

横
断
的
な
把
握
が
可
能
と
な
り
、
学
会

間
の
交
流
も
促
進
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、
欧
米
の
豊
富
な
研
究
や
実
践

の
成
果
の
邦
訳
も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
た
め
、

代
表
的
な
書
籍
や
教
科
書
、
報
告
書
な
ど

を
、
翻
訳
ま
た
は
抄
訳
し
て
管
理
者
や
実

務
者
に
伝
え
る
こ
と
も
行
い
た
い
。
そ
れ

ら
の
成
果
を
基
に
、
わ
が
国
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
研
究
を
進
め
れ
ば
、
国
際
的
な
位
置
づ

け
も
明
確
に
な
る
。
観
光
が
急
速
に
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
の
と
同
時
に
、
研
究
も
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
て
お
り
、
国
内
外
問
わ
ず

研
究
者
と
実
務
者
の
交
流
と
連
携
を
図
る

必
要
が
あ
る
。「
自
然
公
園
研
究
会
」
が
、

そ
の
一
助
に
な
る
と
幸
い
で
あ
る
。

（
あ
い
こ
う　

て
つ
や
）

（注）1200万ヘクタール以上の国有地と水域を管理するフ
ィンランドの公営企業。国有林の管理で得た収入
により、世界遺産地域と国立公園の管理運営も行っ
ている。http://www.metsa.fi/sivustot/metsa/en/
AboutUs/Sivut/AboutMetsahallitus.aspx
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愛
甲
哲
也
（
あ
い
こ
う  

て
つ
や
）

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
准
教
授
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
自
然
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
や
、

自
然
保
護
地
の
管
理
、
都
市
公
園
の
設
計
と
管
理
を

中
心
に
研
究
。
大
雪
山
の
登
山
道
管
理
水
準
、
利
尻

山
の
登
山
の
あ
り
方
検
討
、
沖
縄
県
の
持
続
可
能
な

観
光
地
づ
く
り
、
知
床
世
界
遺
産
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

戦
略
、
礼
文
島
の
生
物
多
様
性
戦
略
な
ど
に
関
わ
る
。

市
民
団
体
「
山
の
ト
イ
レ
を
考
え
る
会
」
事
務
局
長
と

し
て
、
ロ
ー
イ
ン
パ
ク
ト
な
登
山
の
普
及
啓
発
に
も
取

り
組
む
。主
な
共
著
書
と
し
て
、『
自
然
公
園
シ
リ
ー
ズ：

利
用
者
の
行
動
と
体
験
』（
古
今
書
院
、二
〇
〇
八
）『
地

域
資
源
を
守
っ
て
い
か
す
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

人
と
自
然

の
共
生
シ
ス
テ
ム
』（
講
談
社
、
二
〇
一
一
）
な
ど
。

図1  フィンランドの国立公園がもたらす価値

間接的価値
（水、気候、写真、映像）

オプション価値
（将来の利用）

利用価値
総合価値

非利用価値

存在価値
（自然、種、ハビタット） 遺産価値利用による価値

（レクリエーション、観光）

利用者の消費は、地域の収入と雇用の増加につながる
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